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文人が愛したまちを

たどる旅

　 港区には小説家や歌人ゆかり の地が数多

く 残さ れています。

　 小説家で は「 紅露時代」 を 築いた明治

期の文豪尾崎紅葉生誕の地（ →5 9 ペ ー

ジ ） 、 長編小説『 夜明け前』 の執筆し た

島崎藤村の旧宅跡（ →59ページ ） 、 白樺

派を 代表する 小説家志賀直哉の居住の跡

（ →57ページ ） 、 江戸文芸を こ よ な く 愛

し た永井荷風の旧居「 偏奇館」 跡（ →58

ページ） 、 児童文学の創始者巌谷小波宅跡

（ →61ページ ） 、 エ ッ セイ 『 ど く と る マ

ンボウ青春記』 などで著名な北杜夫生誕の

地（ →57ページ ） な ど 、 多彩な 文人たち

が生まれ、 育ち、 そし て執筆活動に打ち込

みまし た。 こ の中には『 芝肴』 『 男心は増

上寺』 など出身地である 芝を 終生大事にし

た尾崎紅葉や、 『 飯倉附近』 で大正時代か

ら 昭和初期にかけての飯倉町の様子を 綴っ

た島崎藤村など、 港区を 舞台にし た作品を

発表し た文人も 少なく あり ません。

　 歌人ではアラ ラ ギ派の代表的な歌人齋藤

茂吉居住の跡（ →56ページ ） や、 芸術家

岡本太郎の母親と し て も 有名な 歌人岡本

かの子生誕の地（ →5 6 ペ ー ジ ） 、 俳人

久保田万太郎終焉の地（ →58ページ ） な

どのゆかり の地があり ます。

　 こ れら の文人を 育て、 また彼ら の活動の

拠点と も なっ た教育機関と し て、 慶應義塾

大学（ →60ページ ） と 明治学院大学（ →

61ページ ） があり ま す。 慶應義塾大学は

福澤諭吉が創立し た日本の代表的な私立大

学ですが、 耽美派やシュ ルレ アリ スムの作

家・ 詩人を多数輩出し た三田文学の総本山

でも あり ます。 また、 明治学院大学は日本

で最も 古い歴史を も つキリ スト 教主義学校

（ ミ ッ ショ ン スク ール） で、 小説家島崎藤

村の学舎でも あり ます。 藤村の作品には同

校の気風が大き く 影響を与えたと いわれて

います。

　 さ ら に短期間で はあり ま すが、 港区内

に住んだ文人と し て 、 徳富蘇峰、 水上瀧

太郎、 樋口一葉、 北村透谷、 国木田独歩、

二葉亭四迷、 大佛次郎、 北原白秋、 菊池

寛、 岡本綺堂、 高見順、 吉川英治、 太宰

治、 江戸川乱歩などがいます。

　 こ のよ う に多く の文人たちに愛さ れた街

並を 彼ら の作品と あわせてゆっ く り 巡っ て

はいかがでし ょ う 。
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齋藤茂吉居住の跡
さ いと う も き ち

南青山４ －１ ７ －４ ０ 
 

岡本かの子生誕の地跡
５２－２山青南 

文人が愛し たまちをたどる旅

　 こ こ は歌人・ 小説家岡本かの子（ 1889

～1939） が誕生し たと こ ろ で す。 明治22

年（ 1889） ３ 月１ 日に豪商大貫家の娘と

し て 青山南町３ 丁目22番地の別邸で 生ま

れまし た。 かの子は体が弱かっ たため、 明

治25年（ 1892） に両親の手許を 離れ、 二子

（ 現川崎市高津区） にある大貫家の本邸で

養育母に育てら れまし た。 16歳ごろ から 歌

を 雑誌に投稿し はじ め、 与謝野晶子を 訪ね

て新詩社の同人と なり 、 『 明星』 や『 スバ

ル』 で新体詩や和歌を発表するよ う になり

ま す。 明治43年（ 1910） に漫画家の岡本

一平と 結婚し 、 翌年後に芸術家と なる 太郎

を 出産し 、 青山北町六丁目（ 現北青山三丁

目） に転居し ます。 以降、 白金、 青山南町

などに住まいを 移し 、 昭和14年（ 1939） ２

月18日に青山高樹町三番地（ 現南青山六丁

目６ 番） で49歳の生涯を閉じ まし た。

　 アラ ラ ギ派の歌人と し て著名な齋藤茂吉

（ 1882～1953） が約40年間住みまし た 。

山形県南村山郡金瓶村に生まれた茂吉（ 旧

姓守谷） は、 15歳の時に浅草で 医院を 開

業する同郷の医師齋藤紀一の養子候補と し

て 上京し 、 25歳の時にこ の地に移り 住み

ます。 東京帝国大学医科大学を 卒業し 、 大

正３ 年（ 1914） に紀一の長女輝子と 結婚

し 齋藤家の婿養子と なり ます。 その後、 長

崎医学専門学校教授、 ド イ ツ・ オースト リ

ア留学、 青山脳病院長などを勤めながら 歌

人と し ての足跡を 残し まし た。 茂吉はこ の

地に移り 住む前年に伊藤左千夫の門下と な

り 、 雑誌『 アラ ラ ギ』 に短歌を 寄せ、 与謝

野鉄幹、 北原白秋、 石川啄木、 上田敏、

佐佐木信綱、 島木赤彦ら と 交流を深めまし

た。 昭和20年（ 1945） ４ 月に郷里に疎開

し 、 こ の地を 去り まし た。 現在居住の跡に

茂吉自筆の歌を刻んだ碑が建っ ています。
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志賀直哉居住の跡
し が なお や

六本木４ －３ －１ ３ 
 

北杜夫生誕の地跡
き たも り お

南青山４ －１ ７ －４ ０ 

　 小説家北杜夫（ 本名齋藤宗吉、 1927～

2011） は昭和２ 年（ 1927） ５ 月１ 日、 父

齋藤茂吉、 母輝子の次男と し てこ の世に生

を受けまし た。 父茂吉は精神科医でも あり

アラ ラ ギ派の著名な歌人でも あり まし た。

地元の青南小学校を卒業し 、 麻布中学校な

どを 経て、 旧制松本高等学校理科乙類（ 信

州大学文理学部の前身） で青春を過ごし ま

し た。 こ こ での体験が『 どく と るマンボウ

青春記』 のも と になっ ています。 東北大学

医学部卒業後は精神科医と し て勤務し なが

ら 執筆活動を 続けます。 昭和35年（ 1960）

に『 夜と 霧の隅で 』 で 第43回芥川龍之介

賞を 受賞し 、 こ れ以降、 『 どく と るマンボ

ウ』 シリ ーズなどのエッ セイ や小説、 児童

文学など幅広い分野で活躍し まし た。

　 白樺派を 代表する 小説家の１ 人志賀直哉

（ 1883～1971） は14歳から 29歳までの16

年間を こ こ で過ごし まし た。 直哉の家は裕

福で、 明治30年（ 1897） に家族と と も に移

り 住んだこ の屋敷も 1 ,6 8 2 坪の広大な屋敷

でし た。 直哉は学習院初等科、 中等科、 高

等科を 経て、 東京帝国大学文学部英文学科

に入学し ます。 明治41年（ 1908） ごろ 、 そ

れまで師事し た内村鑑三のも と を 去り 、 国

文学科に転じ た後に大学を中退し まし た。

同じ く 明治41年（ 1908） に処女作と なる『 或

る 朝』 を発表し 、 ２ 年後に雑誌『 白樺』 を

創刊し まし た。 こ の後も 『 網走まで』 など

の作品を発表し 、 大正元年（ 1912） 『 大津

順吉』 『 正義派』 を 発表し た後、 父と の不

和が原因で 東京を 離れ広島県尾道市に移

り 、 こ こ での生活に終止符が打たれます。

当時の屋敷は昭和20年（ 1945） ３ 月10日の

東京大空襲で焼失し まし た。
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永井荷風旧居「 偏奇館」跡
な が い か ふ う へんき かん

　　　　六本木１ －６  
 

久保田万太郎終焉の地跡
く ぼ た ま ん た ろ う

赤坂２ －１ ８ ～２ ３ 

文人が愛し たまちをたどる旅

　 こ こ は俳人・ 小説家・ 劇作家の久保田 

万太郎（ 1889～1963） が死去する まで住

んだ地です。 万太郎は浅草に生まれ、 慶應

義塾大学で 三田文学に参加し ま す。 明治

44年（ 1911） に小説「 朝顔」 、 戯曲「 遊

戯」 を『 三田文学』 に発表し 、 こ れが新聞

の時評で絶賛さ れ、 一躍脚光を 浴びます。

また、 同じ こ ろ 小山内薫に師事し 、 劇作家

と し て多く の作品を発表し ます。 万太郎は

下町情緒と 古典落語を 愛し 、 伝統的な江戸

言葉を 駆使し て 滅びゆく 下町の人情を 描

き 、 俳句だけでなく 、 小説や劇作など幅広

い創作活動を 行っ た文人です。 戦後は、 創

作活動のかたわら 、 慶應義塾評議員、 日本

放送協会理事、 文化財保護専門審議会委

員、 日本演劇協会会長な ど を 務め、 昭和

31年（ 1956） に は日本文芸家協会の文

学代表と し て 中華人民共和国を 訪れま し

た。 昭和36年（ 1961） ５ 月６ 日、 慶応病

院で死去し まし た。

　 小説家永井荷風（ 本名壮吉、 1 8 79 ～

1959） が大正９ 年（ 1920） から 25年ほど

住んでいまし た。 荷風は若いこ ろ よ り 江戸

時代の文芸に親し み、 落語家に入門し たり

狂言作者（ 歌舞伎の脚本家） を 目指し た時

期も あり まし た。 父の命により アメ リ カ や

フ ラ ンスに留学し 、 フ ラ ン ス文学にも 深い

造詣を持ちまし たが、 失われつつある江戸

時代の情緒と 美を 自ら の作品に込めま し

た。 荷風は父から 相続し た土地を売却し た

後、 築地などに住みまし たが、 こ こ が生涯

の中でも っ と も 長く 住んだ場所です。 荷風

は木造洋風２ 階建ての住居を新築し 「 偏奇

館」 と 名付けま し た。 こ の名前は外装の

「 ペンキ」 に自ら の性癖「 偏奇」 を かけた

こ と に由来するそう です。 荷風はこ の地で

創作活動に打ち込み、 『 濹東綺譚』 など多

く の名作を 生みま し た。 偏奇館は昭和20

年（ 1945） ３ 月10日の東京大空襲で 焼失

し まし た。  
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島崎藤村旧宅跡
し まざき と う そん

麻布台３ －４ －１ ７ 
 

尾崎紅葉生誕の地跡
おざき こ う よ う

　　　　　　　芝大門２ －７  
 

　 大正７ 年（ 1918） 10月から 昭和11年

（ 1936） ７ 月ま で 、 小説家島崎藤村（ 本

名春樹、 1872～1943） が住んでいまし た

（ 旧町名、 麻布区飯倉片町33番地） 。 藤

村はこ の地で円熟し た創作活動を 続け、 最

後の長編小説『 夜明け前』 を 完成さ せまし

た。 ま た、 藤村の作品『 飯倉附近』 は、

「 フ ラ ンスの旅から 帰っ た当時、 し ばら く

高輪二本榎に暮ら し た」 と いう 書き 出し で

はじ まり 、 大正時代から 昭和初期にかけて

の飯倉町界隈の様子がいき いき と 描かれて

いま す。 藤村は明治学院（ →61ページ ）

で英語を学び、 そこ での自由で華やかな気

風が彼の作品に大き な影響を 与えたと いわ

れています。 また、 明治学院大学の校歌は

藤村の作詞によ るも のです。

　 小説『 金色夜叉』 などの作者とし て知ら れ

る尾崎紅葉（ 本名徳太郎、1867～1903） は、

慶応３ 年（ 1867） 12月16日、 芝中門前２ 丁

目25番地の首尾稲荷神社そばの家で 、 牙

彫り 師尾崎谷斎の長男と し てこ の世に生を

受けま し た。 明治18年（ 1885） 17歳の時

に日本初の文芸団体「 硯友社」 を結成し 、

機関紙『 我楽多文庫』 を発行し て注目を 浴

びま す。 19歳の夏に増上寺境内の紅葉山

から 「 紅葉」 と 号し まし た。 その後、 幸田

露伴と と も に明治期の文壇の重鎮と なり 、

「 紅露時代」 を築き ます。 門下生には泉鏡

花、 田山花袋、 小栗風葉、 柳川春葉、 徳田

秋声など優れた人材を 輩出し まし た。 紅葉

は小説集『 芝肴』 、 短編集『 男心は増上

寺』 など芝界隈を 題材にし た作品や、 芝神

明前榮太樓の銘菓「 江の嶋」 最中の銘を 選

ぶなど、 終生、 出身地の気風を 大事にし た

人でし た。  
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慶應義塾大学
三田２ －１ ５ －４ ５ 

 

文人が愛し たまちをたどる旅

　 慶應義塾大学は日本を 代表す る 私立

大学の１ つ で す 。 そ の起源は安政５ 年

（ 1858） 、 中津藩の藩士福澤諭吉が藩命

により 築地鉄砲洲（ 現中央区明石町） の中

屋敷内に蘭学塾を 開いたこ と にはじ ま り

ま す。 その後、 慶応４ 年（ 1868） に芝新

銭座に移転し 、 年号を と っ て 塾名を 「 慶

應義塾」 と 定めま し た（ →50ページ ） 。

そし て 明治４ 年（ 1871） に現在地の島原

藩中屋敷跡地を 貸与さ れ、 こ こ に移り まし

た（ 翌年に払い下げを受けます） 。 福澤は

「 独立自尊」 「 気品の泉源」 「 知徳の模

範」 「 社中協力」 「 自我作古（ 我より 古を

作す） 」 「 半学半教」 などの精神をも っ て

社会の先導者にふさ わし い人格形成を 志し

まし た。

　 また、 慶應義塾大学は耽美派やシュ ルレ

アリ スムの作家・ 詩人を多数輩出し た三田

文学の総本山と し て も 知ら れま す。 明治

43年（ 1910） ５ 月、 教員の上田敏を 顧問

に、 永井荷風を編集主幹にすえて雑誌『 三

田文学』 を創刊し まし た。 創刊当初から 森

鴎外や芥川龍之介ら に発表の場を提供する

一方で、 慶応出身者の久保田万太郎、 水上

瀧太郎、 佐藤春夫、 石坂洋次郎ら を 育てま

し た。 また、 昭和初期にプロレ タ リ ア文学

が盛んになる と 、 西脇順三郎がシュ ルレ ア

リ スム運動を 主導し 、 耽美派の牙城と し て

広く 知ら れまし た。

　 構内には慶應義塾図書館（ 写真左） 、 慶

應義塾三田演説館（ 写真右） （ いずれも 国

重要文化財） など貴重な文化財が残さ れて

います。



61

明治学院大学
白金台１ －２ －３ ７ 

 

巌谷小波宅跡
いわやさ ざなみ

高輪４ －１ －１ ８ 
 

明治学院歴史資料館

時　 　 　 間： 9： 00～16： 00

休　 館　 日： 土、 日、 祝日、 その他

料　 　 　 金： 無料

問い合わせ： 03-5421-5170

　 明治学院大学は日本最古のキリ スト 教主

義学校（ ミ ッ ショ ンスク ール） です。 文久

３ 年（ 1863） に宣教師ヘボン が横浜に 開

いたヘボン 塾を 起源と し ま す。 明治13年

（ 1880） に築地へ移転し 「 築地大学校」 と

改称、 同16年（ 1883） には横浜の先志学校

を併合し て「 一致英和学校」 と し 、 同19年

（ 1886） に一致英和学校・ 英和予備校・ 東

京一致神学校を合併し て「 明治学院」 を 設

立し 、 翌年正式に認可さ れまし た。 こ の時

にキャ ン パスを白金台に定めまし た。 昭和

24年（ 1949） 、 新制大学設置の認可を 受け

て現在の明治学院大学が発足し まし た。

　 構内には明治学院イ ンブリ ー館（ 国重要

文化財） 、 明治学院記念館、 明治学院礼拝

堂（ 以上、 区指定文化財） などの貴重な建

造物があり ます。 また、 明治学院歴史資料

館も あり ます。

　 巌谷小波（ 本名季雄、 1870～1933） は明

治政府の高官（ のちに貴族院議員）で書家の

巌谷一六の子と し て明治３ 年（ 1870） に麹

町平河町で生まれまし た。 周囲の反対を押

し 切り 、 文学を 志し て明治22年（ 1889） に

尾崎紅葉ら の硯友社に参加し ます。 同24年

（ 1891）に『 こ がね丸』 を 発表し て創作童

話の創始者と なり まし た。 翌25年（ 1892）

に雑誌『 少年界』 、 同28年（ 1895） に『 少

年世界』 を 創刊し 、 その後も 『 幼年世界』

『 少女世界』 『 幼年画報』 などを 主宰し 、

童話の創作活動や世界各国の童話の紹介を

意欲的に行い、 児童文学の普及に力を 尽

く し ま し た。 有名な 『 桃太郎』 や『 花咲

爺』 などの説話を再生し 、 世に送り 出し た

のも 小波の業績です。 まさ に児童文学の開

拓者と いえるでし ょ う 。 こ の地は明治40年

（ 1907） に購入し 、 後に改築し まし た。 昭

和８ 年（ 1933） 63歳で死去し まし た。  


